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↱(

成
果)

を
時
価
評
価

す 

 
 
 
 

る
処
遇
制
度
」
の
こ
と
で 

 
 
 
 

あ
る
。 

 
 
 
 
 

最
近
話
題
と
な
っ
て
い 

 
 
 
 

る
こ
の
制
度
は
、
様
々
な 

評
価
を
さ
れ
て
い
る
。
３

月
22
日
付
の
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、

成
果
主
義
人
事
制
度
に
つ
い
て｢

労

使
と
も
に
約
９
割
が
〝
問
題
あ
り

〟｣

と
見
て
お
り
、
更
に
制
度
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は｢

経
営
側
の
15
％
が

〝
機
能
し
て
い
る
〟
と
評
価
し
、
労

働
側
は
ゼ
ロ｣

と
、
労
使
間
に
食
い
違

い
が
見
ら
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
問
題
の
理
由
で
最
多
は

｢

評
価
・
目
標
管
理
制
度｣

、
約
９
割

の
労
使
が
あ
げ
、「
上
司
が
公
平
に
評

価
し
て
い
な
い
」
、
「
チ
ー
ム
で
の
業

績
を
個
人
の
評
価
に
当
て
る
に
は
無

理
が
あ
る
」
な
ど
公
平
・
公
正
に
評

価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
疑
問
視
し
て

い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。 

 

こ
こ
で
成
果
主
義
賃
金
の
議
論
に

移
る
前
に
、
日
本
の
賃
金
シ
ス
テ
ム

の
変
遷
を
確
認
し
よ
う
。
従
来
、
年

齢
と
賃
金
が
結
び
つ
い
た
年
齢
給

(

勤
続
給)

と
能
力
給(
年
功
的
な
職

能
資
格
制
度
に
よ
り
決
定
さ
れ
る)

2005 年 5 月 10 日                                 第 18 号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

静静静岡岡岡県県県            ‐‐‐働くものと県民のためのシンクタンク-  

 
会    報 

〒422-8062 静岡市稲川 2-2-1 
コハラサウスサイドビル 7Ｆ静岡県評内 

静岡県労働研究所 
℡054-287-1293 Fax054-286-7973 
 E-mail.kenpyo@mail.wbs.ne.jp 

  http//shizuokaroken.cool.ne.jp/ 
 

新 し い 息 吹 が 始 ま っ て い ま す ! 

   
 
 
 
 
 

 
 
 

  

今
年
に
入
り
ペ
イ
・
エ
ク
イ
テ
ィ

は
可
能
か
、
均
等
待
遇
は
可
能
か
を

賃
金
の
面
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
現
状
の
賃
金

の
姿
を
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
中
で
も
主
要
企
業
の
多
く
は
成

果
主
義
賃
金
制
度
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
記
事
は
、
静
大
生
が
受
持

ち
、
感
性
の
豊
か
さ
が
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
 

成
果
主
義
の
台
頭 

 

中
澤
氏
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
の
ビ
ジ
ネ
ス
レ
イ
バ
ー
・
ト

レ
ン
ド
の
３
月
号
特
集
の
「
成
果
主

義
が
も
た
ら
し
た
も
の
」
か
ら
引
用

し
な
が
ら
報
告
を
次
ぎ
よ
う
に
行
な

い
ま
し
た
。 

 

成
果
主
義
と
は
「
賃
金
と
仕
事
を

結
び
つ
け
、
現
在
の
仕
事(

職
務)

や

役
割(

職
責)

の
な
か
で
、
各
社
員
が

ど
れ
だ
け
会
社
に
貢
献
で
き
た
か
↳ 

↱
な
年
功
賃
金
体
系
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
90
年
代
以
降
、
管
理
職
を
対
象

に
年
俸
制
が
導
入
さ
れ
、
従
来
型
の

賃
金
カ
ー
ブ
の
是
正
、
実
績
主
義
の

強
化
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
目
標
管

理
評
価
制
度
と
い
っ
た
か
っ
て
は
上

司
が
一
方
的
に
評
価
し
て
い
た｢

人

事
考
課｣

も
部
下
と
共
に
目
標
を
設

定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

安
易
な
目
標
の
設
定
、
結
果
主
義
的

評
価
な
ど
の
問
題
点
も
浮
上
し
た
。 

 

90
年
代
中
盤
で
は
、
一
般
従
業
員

に
も
年
齢
給
の
廃
止
・
圧
縮
の
波
が

押
し
寄
せ
、
終
盤
に
は
成
果
主
義
賃

金
体
系
が
登
場
す
る
。
こ
れ
の
大
き

な
変
更
点
は
、
「
職
務
グ
レ
ー
ド
制
」

や｢

役
割
グ
レ
ー
ド
制
」
と
い
っ
た
人

事
処
遇
体
系
の
変
更
と
、｢

職
務
給｣

、

｢

役
割
給｣

、｢

職
責
給｣

と
い
っ
た
賃

金
体
系
の
変
更
で
あ
る
。 

 

成
果
主
義
が
反
映
さ
れ
る
職
務

給
、
役
割
給
は
職
務
グ
レ
ー
ド
が
高

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
額
も
大
き
く
な

る
。
逆
に
言
え
ば
グ
レ
ー
ド
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
賃
金
も
伸
び
な
い
が
、

こ
の
場
合
、
毎
年
一
定
範
囲
で
金
額

が
変
動
す
る｢

範
囲
給｣

と
い
う
仕
組

み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↳ 

大
企
業
の
賃
金
制
度
の
変
遷 

 
 

 

―
職
務
給
制
度
に
よ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
果
主
義
― 

 
 

 

報
告
者 

中
澤
秀
一
氏 

 
 

 
 

（
静
岡
福
祉
大
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
） 

４月 15 日 
 （金） 
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↳ 
 

成
果
主
義
の
実
状 

 
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
職
務
給
や
役
割
給
を

中
心
と
し
て
範
囲
給
を
採
用
し
、
他
方
、
年
齢

給
等
の
属
人
的
給
与
項
目
は
廃
止
さ
れ
て
い

る
。 

 

実
例
と
し
て
、
比
較
的
機
能
し
て
い
る
と
評

価
さ
れ
る
武
田
製
薬
は
、
97
年
に
抜
本
的
な
人

事
制
度
改
革
を
「
や
っ
た
も
の
が
報
わ
れ
る
報

酬
体
系
」
、「
透
明
性
・
納
得
性
の
高
い
評
価
制

度
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
始
。
段
階
的
に
基
本

給
や
各
種
手
当
を
減
ら
し
、
職
務
給
の
比
率
を

高
く
し
、
03
年
以
降
は
新
職
務
給
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
賃
金
決
定
の
中
核
で
あ
る

評
価
制
度
は
、
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
の
評

価
項
目
・
評
価
基
準
の
全
て
を
公
開
し
、
年
度

末
に
上
司
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
仕
組
み
で

不
満
が
あ
る
と
き
は
調
停
委
員
会
に
不
服
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。 

 
 

 
 

今
後
の
課
題 

 

今
ま
さ
に
浸
透
中
の
成
果
主
義
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 

良
い
点
と
し
て
は
、
従
業
員
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
高
め
る
可
能
性
と
、
よ
り
優
秀
な
従
業

員
を
集
め
る
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
目
標
管

理
の
制
度
化
が
進
む
こ
と
で
、
従
業
員
だ
け
で

な
く
上
司
も
仕
事
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る

よ
う
に
な
り
、
仕
事
の
内
容
に
関
す
る
見
直
し
も

可
能
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
↱ 

↳
一
方
、
成
果
を
あ
げ
た
一
部
の
従
業
員
だ
け

を
厚
遇
し
て
し
ま
う
と
、
従
業
員
全
体
の
士
気

が
低
下
す
る
可
能
性
や
、
従
業
員
の
能
力
開
発

が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題

も
あ
る
。 

 

従
業
員
の
不
満
を
排
除
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
高
め
る
に
は
評
価
に
対
す
る
公
平
感 

・
納

得
感
を
持
た
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め

に
は
、
公
平
・
納
得
性
の
あ
る
評
価
制
度
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。 

 

最
後
に
あ
た
っ
て
、
欧
米
の
成
果
主
義
を
取

り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
雇
用
制
度
と

併
せ
た｢

日
本
型
成
果
主
義｣

を
作
り
上
げ
る
こ

と
。
ま
た
、
職
務
評
価
・
役
割
評
価
シ
ス
テ
ム

を
、
正
規
・
非
正
規
従
業
員
間
の
均
等
待
遇
に

生
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
各
種
手
当

を
廃
止
し
て
い
く
現
在
、「
自
立
可
能
な
」
賃
金

を
ど
う
や
っ
て
確
保
し
て
い
く
の
か
、
等
が
提

起
さ
れ
発
表
は
終
了
し
ま
し
た
。 

【
討
論
の
輪
】 

 

公
務
職
場
の
労
働
者
の
参
加
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
職
場
の
実
態

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
公
的
な
病
院
、
小

中
学
校
の
職
場
に
目
標
管
理
制
度
や
成
果
主
義

に
よ
る
評
価
が
必
要
と
さ
れ
る
か
。
も
っ
と
研

究
と
議
論
が
大
事
） 

成
果
主
義
賃
金
は
、
労
働
者
同
士
競
わ
せ
て

人
件
費
の
削
減
、
生
産
性
の
向
上
が
企
業
の
目

標
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
成
果
の
た
め
、
労
組

の
団
結
に
支
障
を
き
た
す
も
の
と
な
っ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責 

 

片
桐
） 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
5
月
20
日(

金)

18:

30
～
第
19
回
定
例
研
究
会

「
成
果
主
義
賃
金
の
実
態
と
傾
向
」
中
澤
特
別
員 

会
場 

:

静
岡
県
評
会
議
室
７
Ｆ 

◆
5
月
26
日(

木)

18:

30
～
第
36
回
所
員
会
議 

静
岡
県
評
会
議
室
７
Ｆ 

 

◆
6
月
17
日(

金)

18:

30
～
第
20
回
定
例
研
究
会 

会
場: 

静
岡
県
評
会
議
室
７
Ｆ 


